
民俗学Ⅰ 

１．使用上の注意 

菊地暁（京都大学） 

folklore.lecture@gmail.com 

１．「大学」とは何か：知の「消費」から「生産」へ 

・「大学」は「小・中・高校」ではない 

・「講義」は「学問」の全てではない 

・「大学」をめぐる６つの主体 

 

２．学問の「効用」：「ない」ようで「ある」（と、とりあえず信じてみる） 

・有用論：「知っていると役に立つ」 

・修養論：「知ることによって人格が磨かれる」 

・用不可知論：「役に立った時にならないとわからない」 

・転用可能論：「知識自体は必ずしも役に立たないが方法は応用可能」 

 

３．使用上の注意 

・講義内容は「広く浅く」：「文化財保護法」に則しつつ 

・受講者には「参加」を求める：ミニ・レポートの実施／平常点を加算（1回 4点満点×10 回程度） 

・期末レポート課題「おじいさん／おばあさんの生活史」（60 点満点）／「民俗学Ⅱ」受講者は別途出題 

 

４．講義日程（変更の可能性アリ） 

4/10 使用上の注意＋柳田国男の生涯 6/5 はこぶ―交通・運輸― 

4/17 民俗学の方法   6/12 とりかえる―交換・交易― 

4/24 たべる―食―   （6/19 講師都合により休） 

（5/1 講師都合により休）   6/26 つどう１―血縁― 

5/8 すむ―住―   7/4 つどう２―地縁― 

5/15 きる―衣―   7/10 つどう３―社縁― 

5/22 生活史作成の注意   7/17 まとめ 

5/29 はたらく―生産・生業― 
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